
令和７年度改訂
Ｖｅｒ7.1.1

（１）基本事項

□ 第２号（木造で階数が２,かつ,延べ面積≦300㎡）
法 区 分 ： □ 第１号 □ 第２号（木造で平屋,かつ,200㎡＜延べ面積≦300㎡） □ 第３号

□ 第２号（上記以外の２号建築物）
用　　途： □ 一戸建て住宅 □ 長屋 □ 共同住宅 □ 事務所 □ 店舗 □ 工場

□ その他（ ）

構　　造： □ 木造 □ Ｓ造 □ ＲＣ造 □ ＳＲＣ造 □ ）
階　　数： 地上 階 ／ 地下 階

延べ面積： ㎡
構造計算： □ 有 □ 無
地区計画： □ 有 （地区名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ 地区） □ 無

（２）書類確認
書類確認 内容確認
□ 工事施工状況報告書 □ 記載漏れはないか
□ 完了検査申請書（第４面） □ 完了済みの工事内容が記載されているか
□ 配置図　※基礎工事時 □ 建物位置の確認（地区計画又は隣地境界線からの離れが

2ｍ以下の場合、出来形の外壁後退距離が判断できるか）

□ 記載内容に間違いがないことが目視で判断できるか

□ 建築確認看板の写真　※基礎工事時のみ □ 設計者・監理者欄に①所属事務所の資格②所属事務所名

（「確認済看板の注意点」シートを参照） ③本人の資格④本人の氏名が記載されているか

□ 工事施工状況報告書追加書類 □ 記載漏れはないか
※S造又はSRC造で3F以上、または延べ面積500㎡以上※2

□ 超音波探傷試験報告書 □ 試験結果の確認
※S造又はSRC造で3F以上、または延べ面積500㎡以上※2

（３）施工写真確認

施工写真※1：基礎工事 内容確認
□ 杭・地盤改良 □ 杭・地盤改良工事の施工状況写真
□ 基礎配筋等 （継手、定着、かぶり、開口補強） □ 鉄筋本数、径、ピッチ、継手、かぶり等
□ 出来型 □ 寸法、ジャンカ等はないか
隣地からの離れ（地区計画又は隣地境界線からの離れが

□ 2ｍ以下の場合、出来形の外壁後退距離が判断できるように □ 配置図との照合
撮影してください。）

施工写真※1：木造建方工事 内容確認
□ 軸組み □ 適切な位置に筋かい等が設置されているか

□ 接合部 □ 金物で適切に接合されているか

施工写真※1：鉄骨建方工事(S造、SRC造) 内容確認
□ 継手 □ 仮締付け～本締付けまでの確認
□ ブレース □ 適切な位置に設置されているか
□ 柱脚 □ アンカーボルト、無収縮モルタルの確認

施工写真※1：躯体工事(RC造、SRC造) 内容確認
□ 配筋等 □ 鉄筋本数、径、ピッチ、継手、かぶり等
□ 出来形 □ 寸法、ジャンカ等はないか
※１　施工写真は、該当する工事に係る部分のみチェックをしてください。

※２　認定型式を取得した建築物は、添付が不要となります。

※３  エキスパンションジョイントで接続された建築物で、施行令第36条の４の規定に適合する場合は、

それぞれの建築物ごとに上記の規模に該当するかどうかを判断してください。

（４）担当者連絡先
会社名

氏　名

T E L

M a i l

その他（

工事施工状況報告書 報告チェックリスト


